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高橋まさき後援会

高橋まさき後援会 役員名簿

お問い合わせ

高橋まさきプロフィール

生年月日  昭和29年 5月23日　高岡市生まれ
趣　　味    読書、文具集め、友人たちとの語らい

高樹会ご入会案内
「高樹会」は、「高橋まさき後援会」の資金管理団体です。

入会及びその他について、下記のお問い合わせ先まで

ご連絡ください。皆様の「高樹会」ご入会をお待ちして

おります。
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杉江　幸男 中村　絢一

菅野　克志

舘　　勇将

荒井　公夫 在田　長生 稲垣　晴彦

氏家　史貴 大井　　弘 岡本清右衛門

梶谷　英治 梶原　壽治 金森　清伸

川西　邦夫 木本　博之 小泉　弘子

酒井　敏行 田井　佳夫 高嶋　一正

田辺　千秋 辻　やす子 永田　義邦

西田　隆文 西村　博邦 萩原　　清

浜田　政文 藤川　正司 藤木　正和

本多　剛治 山本　　務 和田　瞬佑 

川村　人志

南　　義弘 石澤　義文 橘　慶一郎

穴田　甚朗

横田　安弘 井村　昭彦

中村　絢一 張田　昭夫 吉岡隆一郎

平成29年度 高樹会・高橋まさき後援会 合同総会にて

鷲山　浩一

在田　吉保 荻原　隆夫 菅野　克志

田辺　千秋 釣谷　宏行 増岡　一郎

本多　剛治

稲垣　晴彦 岡本清右衛門 金森　清伸

川西　邦夫 多田　慎一 萩原　　清 

八十島清吉 山口　正志 山本　　務

永田　義邦

南　　義弘 石澤　義文 川村　人志

横田　安弘 井村　昭彦 穴田　甚朗
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高橋まさき後援会 支部長名簿

（2018年4月22日現在）

（2018年4月22日現在）

（2018年4月22日現在）

下関支部

二塚支部

太田支部

中田支部

石堤支部

東五位支部

野村支部

戸出支部

牧野支部

佐野支部

川原支部

米島 義三

青木　 誠

増井 俊一

山岸 和夫

細川 俊治

杉江 幸男

高木 達郎

松島 浩二

大坂 昭輔

浦田 一郎

下山 　実

福田支部

立野支部

能町支部

小勢支部

横田支部

木津支部

吉久支部

伏木支部

国吉支部

万葉支部

定塚支部

森田 和夫

杉本　 進

川西　 巖

金元三知雄

若野 富男

太田 康夫

上埜　 進

古市 義雄

中田 孝司

川田 正信

山達 六夫

西条支部

成美支部

平米支部

古府支部

福岡町支部

博労支部

正 柔 会

女性部会

青年部会

藤田 晴久

高井 清高

和田 　徹

菊池 喜義

井村 昭彦

林    正晴

吉村 英男

辻 やす子

菅野 克志

（順不同・敬称略）
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平成13年1月 省庁再編後の総務省で、情報通信政策局
地域放送課長

平成14年1月　総務省自治財政局財務調査課長

平成14年7月 新潟県副知事 

 中越地震の復旧・復興に携わる。

平成18年4月 総務省統計局統計調査部長

平成19年7月　総務省大臣官房審議官（税務担当）

平成20年8月 財団法人地域創造常務理事

 芸術文化を通じた創造性豊かな地域づくりを推進

平成21年7月 高岡市長

平成25年4月 富山県市長会会長（～平成27年5月）

 同年5月　全国市長会北信越支部長（～平成26年5月）

 同年7月 高岡市長2期目就任

平成26年6月 全国市長会副会長（～平成27年6月）

 全国市長会都市税制調査委員会委員長（～現在）

平成27年6月 全国市長会相談役（～現在）

平成29年7月 高岡市長3期目就任

重要文化財 雲龍山 勝興寺  唐門前にて



ごあいさつ

行財政改革行財政改革

◆ 財政健全化緊急プログラムにおける事務事業や
公共（的）施設の管理費用の見直し

◆ 自然休養村公社の事業廃止・解散、能町保育園の
民営化、長生寮民営化（2019年4月）に向けた取り
組み など

◆ 財政構造改革体制の強化を図りながら、課や係の
統合再編により、1課9係を削減

◆ 職員数の削減（2018年4月初の職員実数：1,842人／
前年度比△24人、合併時と比べ△399人）

◆ 給料の臨時的削減（特別職：10～40%、管理職：5%、
一般職：2～3%） など

◆ 「歳入に相応した歳出」を原則とした財政運営
◆ 受益者負担の原則の徹底と使用料の適正化、西部総合
公園野球場における広告事業の開始 など

◆ 市民がより主体的にまちづくりに取り組む共創による
事業の推進、市民との対話活動、市民目線の行政運営

◆ 「高岡市公共施設等総合管理計画」及び「高岡市公共
施設再編計画」に基づく公共施設マネジメントの推進

◆ 農村環境改善センター戸出会館及び中田会館の廃止、
山川キャンプ場の譲渡、中田公衆トイレ解体後の
跡地売却

◆ 地域性が特に高い公共施設の地元移管 など

高橋まさき後援会の皆様には、日頃より私の活動にご理解ご支援を頂き、有り難うございます。
おかげさまで、昨年7月に、高岡市政3期目を迎えることができました。厚く御礼を申し上げます。
さて、昨年末に財政健全化緊急プログラムの策定を打ち出して以来、皆様にご心配をおかけ
しておりますこと、誠に忸怩たる思いであります。皆様のご理解とご協力により、プログラムの
初年度として平成30年度予算がスタートし、財政健全化の第一歩を踏み出すことができました。
まだまだ厳しい道のりですが、徹底した行財政改革により持続可能な財政構造を確立し、市民と
ともに創る「市民創造都市高岡」の構築に邁進してまいります。
小学校の再編、総合的な子育てサービスをはじめ、子ども達が健やかに育つ「居場所」
づくりや、魅力ある「しごと」の創出など、高岡らしい「まち･ひと･しごと」づくりを進め、「元気
なふるさと高岡」の実現に初志貫徹、全力で取り組む覚悟であります。皆様方の一層のご指導
ご鞭撻をお願い申し上げます。

公共施設の総延床面積を2035年度までに15%削減す
るという目標のもと、個々の施設の集約化、譲渡、廃止な
ど、今後の方向性を示すもの

高岡市公共施設等総合管理計画（2016年3月策定）の下
位に位置づけられる計画。総量適正化に主眼を置いて公
共施設の再編に取り組むための基本計画

2017年3月末現在、本市が保有する公共建築物（373施設、
661,714.61㎡）

2018年度～2035年度（18年間）

平成30年度の行財政改革の概要

再編の実施基準と判定結果

高岡市公共施設再編計画について（概要）

２１

高岡市長

1．事務事業の見直し

計画の目的

計画の位置づけ
計画の対象施設

計画期間

２．信頼される行政

3．健全財政の確保

5．市民と共に歩む市政

4．公共施設の適正配置

2018-2022
5年間

2023-2027
5年間

2028-2035
8年間

築40年以上

築30年以上
40年未満 築20年以上

30年未満

築20年未満
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■短期 ■中期 ■長期

人口推移、将来推計

高岡市公共施設再編計画策定の背景

約20年後に人口が15％近く減少し、公共施設の
推持管理に係る市民の費用負担が増加

■ 年少人口（0～14歳）■ 生産年齢人口（15～64歳）

推 計

■ 老年人口（65歳以上）

■ 大規模改修　■ 建替え　■ 公共施設に係る投資的経費（実績）　■ 築31年以上50年未満の公共施設の大規模改修　
■ 築61年以上の公共施設の建替え　　　　公共施設に係る投資的経費（2012年～2016年平均）

2015：172,125人
2035：150,367人

総額（40年間）：2,789.8億円
年平均額：69.7億円

評価のポイント

公共施設の更新費用の試算（2017年からの40年間）

築年別の
延床面積割合

築30年以上の公共施設が約5割であり、今後、
多くの施設が改修・更新時期を迎える

21.7％

29.4％
19.6％

29.3％

（万人）

（億円）

全施設を改修・更新する場合、直近5か年平均の2倍近い費用が必要であり、全施設の存続は困難

施設を定性・定量的に評価するため、客観的かつ統一的な基準に基づき、個々の施設の今後の方向性を判定

効率性

必要性

安全性

必然性

合理性

計画性 ●・・・  今後の方向性について計画や方針があるか

●・・・  市以外の主体による合理的な管理運営が可能か

●・・・  市が保有する必然性があるか

●・・・  安全・安心な管理運営が可能か

●・・・  必要とされているか

●・・・  コスト面で効率的な管理運営が行われているか

延床面積（m）2施設数方向性 判定した373施設のうち、
床面積の削減対象となるもの

※現状削減とならない263施設も今後の利用状況や
収支状況等によっては改めて方向性を見直す

譲与

譲渡

民営化・譲渡（貸付）

廃止

一部廃止

集約化

複合化

計

45

9

5

31

4

15

1

110

6,740.79

9,601.18

9,046.33

35,914.33

7,145.73

31,756.91

300.69

100,505.96

削減率：15.2％

更新費用の削減効果額
施設管理費の削減効果額

短期
2018-2022

中期
2023-2027

長期
2028-2035 合計

82.8億円

5.3億円

88.1億円

3.9億円

49.1億円

1.6億円

220.0億円

10.8億円

※削減効果額は左表の（110施設）の費用
※更新費用は期間中の合計額
※施設管理費は期間中の取組みを完了したときの単年度の削減額（人件費含む）
※削減効果額には集約化等による新たな整備の影響は含まない



歳出予算の内訳 一般会計予算総額 ： 677億2,352万8千円 （対前年度比0.8%減）

②性質別（主なもの）①目的別

平成30年度/未来への投資を確実にする
持続可能な財政構造の確立への予算

（前年度予算75億196万2千円／0.2％減）

74億8,901万3千円

◆ 投資的経費

（前年度予算130億2,115万4千円／2.5％増）

133億4,369万7千円

◆ 扶助費

※円グラフの金額は端数を調整しています。

（前年度予算103億2,678万3千円／3.0％減）

100億1,546万5千円

◆ 人件費

予算における主な事業

【新】：新規事業　【拡】：拡大事業

43

歴史・文化 歴史・文化を磨き
市民の活動をつなぎ
新たな市民文化を創ります

1. 文化財の保存・活用
● 勝興寺保存修理事業（平成30年度一部公開）
● 瑞龍寺保存修理事業
● 重要伝統的建造物群
保存地区整備事業 など

2. 歴史的風致の保全・活用
● まちなか歴史資産魅力向上事業
● 都市景観形成推進事業
● 【新】日本遺産サミットの開催
● 【新】寺町サミットin高岡の開催
など

3. 地域に根ざした創造的な芸術・文化活動の育成
● 【新】新たな芸術・文化創造推進事業
● 高岡市藤子・Ｆ・不二雄ふるさとギャラリー事業
● 【新】新たな万葉のふるさとづくり事業
● 【新】THE ドラえもん展開催事業 など

1. 観光資源の発掘と保存・活用
● 【新】平成の御車山利活用事業
● 【拡】高岡食ブランド活性化事業
● 観光地魅力アップ
開業等支援事業 など

2. 広域観光の推進
● 呉西観光誘客推進事業
（連携事業）
● ユネスコ無形文化遺産連携
活用事業  など

3. イメージアップ・誘致活動の強化
● 北陸新幹線・新高岡駅を
活用した誘客推進

● 高岡ブランド発信事業
● インバウンド強化事業 など

7. 住宅・宅地の整備
● 【新】移住・子育て世帯応援住宅取得等支援事業
● まちなか居住支援事業 など

4. 商業・サービス業の振興
● 【新】がんばる商店街づくり推進事業
● 中心市街地賑わい創出開業等支援事業 など

5. 中心市街地活性化の推進
● 中心市街地活性化推進事業
● 中心商店街賑わい回帰支援事業
● 歴史的資産を活用した町家再生事業
● リノベーションまちづくり事業 など

6. 市街地の整備
● 末広町西地区整備推進事業
● 都市マスタープラン・立地適正化計画策定事業
● 高岡駅前東地区整備推進事業�
● まちなか暮らし・あんしん共創事業 など

9. 広域連携の推進
● とやま呉西圏域都市圏ビジョン推進事業（連携事業）
● とやま呉西圏域ウェルカムサポート事業（連携事業） など

8. 高速道路網・幹線道路網・地域公共交通体系の整備
● 城端・氷見線地域公共交通網形成計画推進事業（連携事業）
● 万葉線利用促進事業（連携事業） など

交流・観光 拠点を磨き
にぎわいをつなぎ
交流・観光都市を創ります

昆布パンフレットキックオフ会議

高岡御車山祭

北陸新幹線３周年イベント

平成の御車山組立作業
リノベーションスクール

勝興寺座談会

創作演劇 大伴家持
「剣に歌に、夢が翔ぶ！」

瑞龍寺

山町筋

寺町サミット

農林水産業費
10億円

商工費 51億円

消防費 30億円

土木費
92億円

民生費
240億円

総務費
55億円

議会費 4.5億円
予備費 1億円

公債費
94億円

衛生費
52億円

教育費 46億円

災害復旧費 0.1億円

労働費 1.8億円

地域産業
1. 新たな事業活動の創出
● 新産業創造プラットフォーム事業
〈新技術・新製品開発、見本市出展、中小企業の支援〉
● 創業促進支援事業
〈創業者への助成、次世代クリエイターの自立・活動支援〉
など

2. 産業基盤の整備・企業立地の推進
● 戸出西部金屋産業団地（仮称）造成事業
● 企業立地推進事業
● ものづくり開発人材育成事業（連携事業）
〈高度専門的な研究機関と企業の共同研究・開発の促進〉
● 【新】起業・創業支援事業（連携事業）
〈広域的な起業・創業の新たな掘り起し、一体的なサポート〉
など

3. 中小・小規模企業の経営基盤強化
● 中小・小規模企業向け融資制度の充実
〈【新】女性・若手に着目した創業者支援資金の創設〉
など

4.

5.

雇用・勤労者福祉の充実
● ＵＩＪターン人材確保推進事業
● 就業マッチング支援事業
（連携事業） など

農業の持続的発展
● 【拡】野菜生産振興事業
● 農業後継者対策特別事業
● 6次産業化と地産地消の推進に向けた取り組み
● 多面的機能支払支援事業  など

戸出西部金屋産業団地（仮称）
造成団地予定地

新高岡駅 フラワーアレンジメント
（チューリップ切り花63種類）

移住定住促進
パンフレット

ものづくりの技と心を磨き
知識と技術をつなぎ
新たな産業が息づくまちを創ります



1. 教育・保育の一体的提供の推進とサービスの充実
● 認定こども園の拡充（新設2園）
● 多様な保育サービスの充実
● おとぎの森公園リニューアル事業 など

2. 安心して妊娠・出産・子育てができる体制の充実
● 産後ケア事業
● こども・妊産婦医療費助成（こども医療費無料化）
● 保育料軽減のための財政支援 など

3. 地域の子育て力の応援
● 放課後児童健全育成（学童保育）の充実
● 子どもの未来応援事業（学習支援・子ども食堂）
● 子育て支援連携推進事業（子育て支援センター） など

4. 確かな学力・豊かな心・健やかな体をはぐくむ教育の推進
● 【拡】就学援助の充実（前倒し支給の実施）
● 【拡】部活動育成（部活動指導員の設置） など

5. 地域に開かれた特色ある教育活動の充実
● ものづくり・デザイン科推進事業
● 「歴史文化に親しむ日」
など

6. 教育効果を高める教育環境の充実 
● 【新】教育環境整備推進事業
（教育の将来構想策定）
● 【新】教材教具整備
（タブレット型パソコン導入）
など

7. 高等学校・高等教育機関の充実・連携
● 大学・地域連携推進事業（市内2大学・学部との連携）
● とやま呉西圏域共創ビジネス
研究所運営事業 など

8. 生涯学習・スポーツ活動の充実
● 生涯学習センター事業
● 選手育成強化事業
● 【拡】オリンピック・
パラリンピック関連事業 など

子育て・教育

高岡おとぎの森公園 

富山大学芸術文化学部

高岡法科大学

パソコン授業風景

登坂絵莉選手招聘 強化練習会

ものづくり・デザイン科作品展示

2. 障害者(児)福祉・自立支援対策の充実
● 障害者自立支援事業
● 障害者通所等支援事業
● 子ども発達支援事業 など

1. 地域福祉の推進
● 高岡あっかり福祉ネット推進事業
● 生活困窮者支援事業 など

3. 高齢者福祉の充実
● 地域包括支援センター事業
● 在宅医療・介護支援事業
● 【拡】認知症施策推進事業
● ねんりんピック富山2018開催 など

6. 防災対策の充実
● 自主防災組織育成事業
● 西部6市広域防災連携事業（連携事業） 
● 老朽危険空き家除却支援事業 など

4. 生涯を通じた健康づくりの推進
● がん検診事業
● 健診・健康予防事業 など

5. 医療体制・医療制度の充実
● 急患医療センター管理運営事業
● 放射線治療装置更新事業
● 特定健診・保健指導事業 など

7. 消防・救急・救助体制の充実
● 消防本部・高岡消防署庁舎改築事業
● 高機能消防指令センター改修事業
● 【新】木造住宅密集地域火災対応力向上モデル事業 など

8. 道路整備・交通安全・防犯対策等
● 生活道路の整備
● 通学路安全対策
● 雪に強いまちづくり
など

安全・安心 支え合う心を磨き
地域でつなぎ
安全・安心なまちを創ります

高岡市急患医療センター

博労地区防災まちづくりモデル事業

交通安全指導

除雪風景

消防指令センター

防災訓練

5月1日 歴史文化に親しむ日（高岡御車山祭）

保育風景

学童保育

ものづくり・デザイン科授業風景

部活動指導

ねんりんピック

きずな発達支援センター

がん検診事業

予算における主な事業

【新】：新規事業　【拡】：拡大事業
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地域のきずなを磨き
世代をつなぎ
明日を担う高岡人（たかおかびと）を創ります



2017.4～2018.3
活 動 報 告

2017年4月7日富山県高岡看護専門学校開校

2017年4月27日
山町ヴァレーオープン

富山県高岡看護専門学校が、高岡駅に隣接して開校しま
した。全日制の三年課程で、全国でも最大規模。県西部
の中核的な看護師養成機関として期待しています。

2017年5月5日
「たっち絵本ひろば」
開設
御旅屋セリオ内「高岡子育て
支援センター」に、親子で絵
本に親しむことができる
「たっち絵本ひろば」がオープ
ンしました。

2017年5月10日高岡信用金庫と地域包括協定を締結
高岡信用金庫との間で連携
協定を結び、移住定住、学生
のＵターン就職支援、地元
企業の人材確保など、地域
発展のため連携して取り組
みます。

歴史的な街並みの山町筋
に 、町 家 を 活 用して 、
ショップや飲食を楽しめる
「山町ヴァレー」がオープン
しました。

2017年7月28日高岡市ジュニア会議
高岡の未来を担う
中学生の皆さんに
「自分が市長になっ
たら」などのテーマ
で、熱心にディス
カッションしていま
した。大変頼もしく
感じました。

2017年10月26日
新高岡商品開発プロジェクト「キックオフ会議」

新高岡駅利用促進のため、
「商品開発プロジェクト」がス
タートしました。JR西日本を
はじめ関係事業者が連携し
て飛越能エリアへの誘客を
促進します。特定の駅でプロ
ジェクトが実施されるのは初
めてのことです。

2017年8月2日
福岡町つくりもんまつり 
ふるさとイベント大賞を受賞

「福岡町つくりもん
まつり」が、第21回
ふるさとイベント大賞
内閣総理大臣賞を受
賞しました。地域活性
化にかける熱い思い
が大きな成果を生んで
います。

2017年8月20日第1回「国境なきUndokai」 開催
日本独特の文化、「運
動会」を国籍を超えて
楽しんでもらう「国境
なきUndokai」が、開
かれました。「多文化
共生社会」の実践に子
どもから大人まで10
カ国約100人が参加し
ました。

2017年9月3日（ドラえもんの誕生日）

「ドラえもん電停」お披露目～
万葉線「志貴野中学校前電停」

「高岡市藤子・Ｆ・不二雄
ふるさとギャラリー」の
最寄り電停「志貴野中学
校前」を「ドラえもん」な
ど人気キャラクターの
ラッピングでリニューア
ルしました。

2017年9月9日

憧れの登坂選手と
夢のような練習

2017年10月2日市民病院認知症疾患医療センター開設

高岡市出身のリオ五輪金
メダリスト、登坂絵莉選手を
招いて、レスリング練習会が
行われました。

2017年10月3日

第32回ふれあいトーク
「移住・定住の促進に向けた
高岡の魅力の再発見と発信」

市外から移住してきた方々を中心に「移住・定
住の促進」をテーマに、高岡の魅力の再発見
と発信について意見交換をしました。

認知症疾患医療センター
を高岡市民病院に開設。高
岡医療圏内の病院と連携
して、認知症疾患の相談や
鑑別診断など、認知症患者
や家族をサポートします。

2017年10月7日第30回奥の細道サミットin高岡
俳聖松尾芭蕉ゆかりの自治
体や団体が集う「奥の細道サ
ミット」が、高岡市で開催され
ました。サミットを通じて日本
遺産認定の町民文化などを全
国に発信しました。

2017年10月1日大伴家持生誕 1300年記念セレモニー
万葉歌人大伴家持の生誕1300
年記念セレモニーが勝興寺で行
われました。記念創作演劇「剣に
歌に、夢が翔ぶ！」の家持役の
和泉元彌さん、坂上大嬢役の
とよた真帆さん、坂本信幸万葉歴
史館館長に私も加わって、万葉
集が紡ぐ高岡の魅力について語
り合いました。

2017年11月24日
神奈川県大和市と災害相互応援協定を締結

神奈川県大和市と災害時相互応
援協定を締結しました。互いに災
害時に職員派遣や、生活物資供
給などを実施します。協定締結
自治体は15市（県内4、県外11）
となりました。

2018年2月23日
高橋まさき後援会青年部研修会 「北山孝雄講演会」

高橋まさき後援会青年部の
研修会に北山創造研究所
の北山孝雄氏をお招きしま
した。「まちづくりの あの手
この手」について、わかりやす
く講演いただきました。

2018年3月17日高岡やぶなみ駅開業

あいの風とやま鉄道で初めての新駅「高岡
やぶなみ駅」が開業。駅名にちなんで、万葉
にいざなう会の皆さんが、家持の歌を朗唱
して、「万葉のふるさと高岡」を発信しま
した。

2017年5月27日天皇皇后両陛下が高岡をご訪問

87

第68回全国植樹祭にご臨席
のためご来県された天皇皇
后両陛下が、高岡御車山会
館をご視察されました。高岡
市へのご訪問は17年ぶりで
す。翌日の全国植樹祭では、両
陛下がお手植えされました。



高橋まさきを語る！
特別
寄稿 お す す め 散 歩 道

Vol.3

第３回目は山町から金屋町までカラー舗道を

歩きます。高岡信用金庫横を曲がると仏壇、神棚、

家具の看板を目にします。400年前、前田利長公

が全国から職人、商人を集め城下町の基礎を築き

ました。この辺りに新川郡大場村から指物師を

呼んで住まわせたそうです。また明治から昭和に

かけて魚市場があり、標識が立っています。今も

当時からのかまぼこ店があります。

餅菓子屋、高岡で一番古い鉄筋のビルを抜けて

千保川に出ると、左手奥に船着場だった恵比須塔。

船が盛んに行き来していた光景を思い描きます。

新幸橋を渡ると、金屋町は砺波郡西部金屋村

から移り住んだ鋳物師の街、高岡鋳物発祥の地、

高岡ものづくりの原点です。街並みに隠れている

歴史を知ると

興味深いです。

ガイドになった

気分でお散歩し

てみませんか？

（高橋 陽子）

山町から金屋町通り

高橋市長には、大学に入ってすぐ「現代国際法研究

会」なるお堅い名称のサークルで出会って以来長い間

懇意にしてもらっています。高橋さんは、持ち前のリー

ダーシップと面倒見の良さで我々会員を率い、名会長として一目も二目も置かれ

ていました。後年、郷里高岡の市長を志すと聞いたとき、みんなが「なるほど」と

合点したものです。 

学生当時高橋さんから、「地域社会」と「国際社会」は分権的・多元的なところ

が似ている、どちらも個性を尊重しつつ協調すべし、と教えてもらいました。

大きな視野と郷里への思いを感じました。いま市長として、近隣の自治体と連携

して、人口減少や地方創生など地域の課題に取り組んでいると聞いています。

高岡市民のため、彼の言う「外交にも似た地域（自治体）間調整」を精力的に進め

ていることでしょう。  

財務省に勤めた私にとっては、仕事のうえでも、地方税財政のプロである高橋

さんのアドバイスは、とても貴重なものでした。今更ですがお礼を言いたいです。 

高岡市は、文化、産業、風土がみな良質で、観光であれビジネスであれ、訪問を

重ねるほどその「滋味」に惹かれる街だと思います。私だけでなく、日本中から、

また世界中から、これからもっともっと「高岡リピーター」が増えると思います。

高岡の未来がますます美しく豊かであることを確信しています。

大学同期（元財務省） 川北 力

本堂

越中
国庁跡碑 御内仏

■書院
北渡廊下

奥書院

書院

■式台

■台所

式台門

■鼓堂

宝蔵

平成32年12月竣工予定

平成32年6月竣工予定

平成32年
12月竣工予定

平成32年
9月竣工予定

■総門

唐門

■手水舎
三葉の松

鐘楼

■経堂

大広間平成30年6月
竣工予定

■本堂
北渡廊下

平成30年6月竣工予定

平成30年6月
竣工予定

■御内仏西渡廊下

御霊屋

台所及び式台
平成30年6月
玄関及び配膳室完了

■台所配膳室

私の
お気に入り
アイテム

Vol.3　
「パソコンとその廻り」

高橋まさきがセレクトしたアイテムを紹介します！

パソコンを使い出して30年以上になりますが、なかなか使いこなせ

ず、未だに四苦八苦です。今は、Lenovo製で、キーボードとモニターが

着脱式。モニター側にパソコン本体が着いているので、こちらだけを

持ち出して使えます（モバイル）。デスクでも、机を広く使いたいので、

別のキーボードを使います。今は、三つ折りで携帯に便利なもの①を

使っていますが、タッチパネルが付いている優れものです。出張などの

時には、ミニサイズのもの（こちらもタッチパネル付）②も使います。

普段使っているマウスは、トラックボール型③。本体を動かさずに済む

ので、机のスペースが小さくても大丈夫。他に数字入力用のテンキーが

マウスに付いているもの④や手の中に入ってしまうほどのミニの携帯

用⑤など作業や状況に応じて使い分けています。

タッチパネル付
ミニキーボード

タッチパネル付
キーボード

トラックボール型
マウス

テンキー付
マウス

携帯用マウスとケース

着脱式モニター（パソコン本体）高橋まさきと歩く
日本遺産めぐり Vol.3

大切な宝を、
未来へ！

12棟の重要文化財を、未来へ伝える大事業。

保存修理事業、いよいよ終盤へ。

雲龍山勝興寺
重要文化財

　伏木古国府にある勝興寺は、浄土真宗の大寺院で、「ふるこはん」の

名で親しんでいらっしゃる人も多いのではないでしょうか。

　文明3年（1471）に、本願寺八世蓮如が営んだ土山坊が起源で、加賀

前田家とも関係を深めたという歴史のある寺院です。

　約3万平方メートルの広大な境内には、現在本堂をはじめ12棟が

重要文化財に指定されています。

　平成10年（1998）から、本堂の保存修理事業が着手され、平成17年

に完了。壮大な姿がよみがえりました。同年に、残り11棟の第2期保存

修理事業が始まり、大広間や式台、書院・奥書院など、すでに完了して

いるものもあります。完成は平成33年の予定で、23年の歳月をかけて

行われている大事業です。

　修理は、建築当初材（木材、石材、瓦、くぎなど）をできるだけ再利用

し、技法も世襲することを基本方針としています。ひとつひとつ解体し、

調査し、再び組み立てるという大変な作業が、今も続けられています。

　今年8月に、保存修理が完了する大広間、台所などが公開される予定

です。勝興寺のすばらしさと現代の職人の技をぜひご覧ください。

勝興寺伽藍配置図
しょうこう   じ

が     らん    はい     ち       ず
平成30年8月 
本坊の一般公開開始予定

1

2

3

4

5

本堂

大広間

式台

唐門
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